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ルによる BPAの PDI及び ERp72の三次構造への影響について検討した。その結果、PDI
では 290nm付近の Trp残基の吸収が増加し、ERp72では、274～286nm付近の Tyr残基
の吸収が減少した。このことから、PDIと ERp72において BPA存在下で共に三次構造が
変化することが示唆された。この結果から、BPAが PDIに結合することで起こる三次構造
の変化によって、RNaseとの相互作用が阻害され、イソメラーゼ活性が阻害されたと考え
られる。一方、ERp72や ERp57は BPAとの結合性が弱く、イソメラーゼ活性阻害が起こ
らなかったと考えられる。 最近、アルツハイマー病やパーキンソン病患者の脳内の PDI
が S-ニトロシル化されることが明らかになった。しかしながら、ERp57や ERp72のニト
ロシル化についてはまだ明らかになっていない。そこで、PDI、ERp57、ERp72の S-ニト
ロシル化される量の比較を行った。その結果、S-ニトロシル化に差がみられた。以上の結果
から、PDI、ERp57、ERp72は、そのドメイン構造が類似しており、一部、基質も共通で
あると考えられているが、NO、T3、BPAといった小分子の結合による活性への影響は PDI
が最も大きいと考えられる。 
